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平成22年 9月20日 (月)小 名友潮目交流館て「いわきdeマ
ルシェ」が開催されました.主催,ま市と市農産物直売所連治協
青会であり 当日は22の 団体が出店 新鮮な農ホ水産物や出
来たての惣菜 市の特産品など 季前の美味しいものが 億内
交流広場いつ十ざし‖こ並んていました 当日はあいにくの雨槙様
てしたが 会場は多くの買い物客てあ本れ 活気を見せていま
した

今回の目玉は 米粉を使用して作つた米粧バン 柔らかくしっ
とりした食感に 口にしたお客さんからはr普通のパンよリモチ
モチして美味しい」と大満足の声 その他にも 米t3て作つたピ

ザ生地に 無料振はされた いわき産の野菜をトッビングしてlt
き上げる「米粉ビザ作りIt験Jも大盛況てした
また 交流広場では UAい わき市梨部会会員によるいわき
産の梨の販売も行われました 今年の梨は精度が高く 試資し
たお客さんもその十さにびっくり お昼からは 市長業竺産振興
協議会主催による 1000円 でぺに梨詰め放連のイベントも開
催され 多くのお客さんて張わいを見せていました

観光官や地域住民に対する いわきに農林水産物や力『工&
のPRに なつたようです

翻 CS専 用限寵醸による

いわき市では 水国の有

効活用と白給飼料の向上

のため、約18ヘクタールの

水国に稲WCSを 我培して

いる。

稲WCSと は稲の穂と茎

葉を丸ごと手し酸発酵させ

た家畜飼料で 良 好な栄

差価を冶し 牛の嗜好性も

高いことから 和年繁植農

家や酪農家で利用されて

いるもまた 収穫機以外は 現在所有している農業機械や栽培技術を

活用できるため 稲作農家にとっても 栽培に取り組みやすいという

本」点がある。

9月13日 (月)に平音波のは場で 稲WCS■ 用収穫機による収穫実

演会が行われた。今回は 10アールあたりで 平均して71Jのロール

を収にすることができたも1快穫された稲WCSは 、市内の和牛緊摘農
家等へ搬入し、一定期間発酵をさせた後 サイレージ (家畜飼料)と
して11月から繁殖午等に結価することとなる。今回使用した専用lk

穫機紋は 短期リースにより調達しており 後 H小川地区 =和 地区
でも収確が行われた。

これらの取り組みは 水田利市用自給方向上事業対象作物とされ
ており 水 田をそのままの形でヽ用できることから、農業委員会とし
ては、遊休農地対策としても大いに期待をしている。
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昭和48年 7月 1日発行から87年 間.

当時全面モノクロだった「農業委員会たよりJ
は、37年 間の間に表紙カラー昂1りへとIIり変わ
り、ベージ数も増えました。

年々変化を遂けるF農業委員会たより』てす
が、今後も読みやすく分かりやすぐ親しみある

紙面づくりを目指し 農家と農業委員会をつなぐ
架,す橋として取り組んでいきたいと考/Lており
ます。
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